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　 よ っ て 、 例 え ば 、 樹 脂 成 分 と し て 上 述 し た 電 離 放 射 線 硬 化 型 有 機 無 機 ハ イ ブ リ ッ ト 樹 脂
で は な く 、 無 機 成 分 の 複 合 さ れ て い な い 一 般 的 な 電 離 放 射 線 硬 化 型 樹 脂 等 を 用 い た 場 合 に
は 、 無 機 成 分 の 複 合 さ れ て い な い 一 般 的 な 電 離 放 射 線 硬 化 型 樹 脂 と 、 離 型 剤 で あ る シ リ コ
ー ン ア ク リ レ ー ト と の 相 溶 性 が 低 い こ と に よ り 、 シ リ コ ー ン ア ク リ レ ー ト が 表 面 保 護 膜 中
で 均 一 に 分 散 せ ず 被 膜 表 面 に 集 ま る 傾 向 が あ り 、 電 離 放 射 線 の 照 射 の 際 に 、 被 膜 表 面 で 離
型 剤 （ シ リ コ ー ン ア ク リ レ ー ト ） に よ る 硬 化 障 害 が 生 じ 表 面 保 護 膜 の 硬 化 不 足 と な る た め
、 耐 溶 剤 性 が 低 下 し 、 離 型 性 が 持 続 で き な い も の と な っ て し ま う 。 ま た 、 例 え ば 、 離 型 剤
と し て シ リ コ ー ン ア ク リ レ ー ト で は な く 、 シ リ コ ー ン オ イ ル 等 を 用 い た 場 合 に は 、 シ リ コ
ー ン を 構 成 す る ポ リ ア ル キ ル シ ロ キ サ ン 骨 格 と 、 電 離 放 射 線 硬 化 型 有 機 無 機 ハ イ ブ
リ ッ ト 樹 脂 に お け る 無 機 成 分 で あ る シ リ カ と の 親 和 性 は 高 い た め 、 電 離 放 射 線 硬 化 型 有 機
無 機 ハ イ ブ リ ッ ト 樹 脂 と シ リ コ ー ン オ イ ル は 相 溶 し 、 シ リ コ ー ン オ イ ル は 表 面 保 護 膜 中 で
比 較 的 均 一 に 分 散 さ れ る が 、 電 離 放 射 線 の 照 射 の 際 に 、 シ リ コ ー ン ア ク リ レ ー ト と 異 な り
シ リ コ ー ン オ イ ル は 電 離 放 射 線 硬 化 型 有 機 無 機 ハ イ ブ リ ッ ト 樹 脂 と 反 応 し な い た め 、 離 型
剤 （ シ リ コ ー ン オ イ ル ） が 被 膜 表 面 に ブ リ ー ド ア ウ ト し て し ま い 硬 化 障 害 が 生 じ 、 表 面 保
護 膜 は 硬 化 不 足 と な り 耐 溶 剤 性 が 低 下 し 、 離 型 性 が 持 続 で き な い も の と な っ て し ま う 。
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